
 

 

平成２７年度 事業報告 

 

（公益財団法人日本エステティック研究財団） 

 

Ⅰ 事業報告(平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日) 

当財団は設立以来、エステティックの国民生活に与える影響の増大に鑑み、エステティックに関す

る調査研究を行うとともに、エステティックの業務の適正化を図ることにより公衆衛生の向上及び消

費者の利益保護に寄与することを目的として公益目的事業を行っている。平成２７年度の事業報告は、

次のとおりである。 

 

第１  理事会・評議員会に関する事項 

１．理事会（開催 3 回） 

第７回理事会 平成２７年５月２０日(水） １０時００分～１１時００分 

          於：東京都港区高輪 3-26-33 ＴＫＰ品川ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽルーム８Ｄ 

          理事総数 16 名、出席理事 10 名（定足数 9 名）、出席監事 2名 

・議題（１）「平成２６年度事業報告及び附属明細書の承認」の件 

        （２）「平成２６年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び附属

明細書並びに財産目録の承認」の件 

        （３）「平成２７年度定時評議員会の日時、場所、目的である事項」の件 

        （４）平成２７年度第１回職務の執行状況報告 

 

第８回理事会（決議の省略）平成２７年７月１７日（金） 

          理事総数 16 名、監事総数３名 

  ･議題（１）役員(理事、監事)及び評議員の補欠候補者に関する件 

        理事中野竹治 監事早川幹夫 評議員西本正男、山本幸助 

（２）評議員会招集の件 

                

第９回理事会 平成２８年３月１８日（金）１４時００分～１５時００分    

           於：東京都港区高輪 3-26-33 ＴＫＰ品川ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽルーム８Ｅ 

           理事総数 15 名、出席理事 11 名（定足数 8 名）、出席監事３名 

・議題（１）「平成２８年度予算書等の承認」の件 

（２）「事務局事務局長任免の承認」の件  

（３）平成２７年度第２回職務の執行状況報告 

 （４）役員(理事：島上和則)の辞任報告  

 

２．評議員会（開催２回） 

第３回評議員会 平成２７年６月１０日（水）１０時００分～１０時４５分 



 

 

           於：東京都港区高輪 3-26-33 ＴＫＰ品川ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰｶﾝﾌｧﾚﾝｽルーム４Ｉ 

           評議員総数 9 名、出席者７名（定足数５名）、出席監事１名  

    ・議案（１）議長の選出の件 

         栁澤健一郎評議員が議長に選出された 

（２）議事録署名人（１名）の選出の件 

   栁田照穗評議員が議事録署名人に選出された 

（３）「平成２６年度計算書類(貸借対照表及び正味財産増減計算書)及び附属明細

書並びに財産目録の承認」の件 

（４）「平成２６年度事業報告及び附属明細書」の内容報告 

第４回評議員会（決議の省略） 平成２７年８月７日（金） 

       評議員総数 9 名 

 ・議案 「役員(理事、監事)及び評議員の選任」の件 

理事中野竹治 監事早川幹夫 評議員西本正男、山本幸助が選任された。 

 

第２  常務理事連絡会議に関する事項 

１．平成 27 年度第 1 回会議：平成 27 年 9 月 16 日（水）於：当財団事務所 

第 9 回エステティック学術会議（平成 27 年 9 月 7 日開催）結果及び第 10 回学術会議の

準備、本年度事業の進捗状況、次年度事業計画及び基本財産の運用状況等に関する意見交換

等を行った。   

２．平成 27 年度第 2 回会議：平成 28 年 2 月 24 日（水）於：当財団事務所 

平成 28 年度事業計画・収支予算、基本財産の保管状況等及び次回理事会の議案準備等に

関する意見交換等を行った。 

 

第３ エステティックに関する調査研究、業務の適正化及び技能向上のための研修等に

関する事業 

１．調査研究事業に関する事項 

（１）身体危害防止に関する解説書 

独立行政法人国民生活センターに寄せられたエステティックの危害情報及び国の関連科

学研究成果をもとに、皮膚障害と熱傷の防止及び危害発生時対策に必要な知識について、エ

ステティシャンを対象とした解説書の取りまとめを行った。（次年度公表） 

（２）エステティック施術が身体に与える影響についての研究 

    一般社団法人日本エステティック協会より、エステティシャンの健康や生産性に支障をき

たす恐れがある腰痛対策について共同研究の申し出があった。腰痛は、業種により職業的な

健康阻害要因とされ社会的に対策が講じられている問題でもあり、エステティックにおいて

も早急に取り組むことが望ましいと判断し、共同研究の複数年課題とした。 

本年度は、同協会員を対象にアンケート調査を行い、それによるエステティシャンの 

74.2％が腰痛に悩まされている実情を踏まえ、その対策の一環となる施術姿勢へのアドバ

イスや一般的な腰痛予防エクササイズに関する啓発資料を作成中である。 

 



 

 

（３）エステティックと医師との連携に関する調査研究 

     第 114 回日本皮膚科学会総会（平成 27 年 5 月 31 日於横浜市パシフィコ横浜）において、

医師、看護師、エステティシャン等（80 名）を対象に関東裕美理事長が「エステティック

による健康被害の実態」、久米健市常務理事が「エステティック施術の現状」を紹介した他、

会場の希望者にエステティック体験のためのハンドマッサージ施術を提供した。 

     具体的には健康被害の調査症例、化粧品、機器の安全性、技術者教育の現状及び課題等を

紹介し、今後広く医師等の専門家との連携や研究協力等を得ることがエステティックの健全

な発展に不可欠であるとの趣旨を述べ、更なる理解と協力を求めた。 

 

  （４）倫理審査委員会関係 

     平成２７年度厚労科学研究費補助金事業の研究代表者関東裕美より、当財団あて被験者に

関する倫理審査依頼があり、倫理審査委員会委員長大原國章以下 5 名により審査が行われ

承認された（平成２７年１０月１６日）。 

    （倫理審査委員会委員） 

 

 

 

 

 

 

【審査の要点】 

      次の２題について被験者の施術及び調査の前後における心身への影響について倫理審 

     査を行うものであった。 

 ①機器・手技の皮膚に対する影響試験 

   フェイシャルエステティック施術を被験者に行い、その前後に角層水分量、被験者

顔面の細菌類及び施術者の手指に付着する細菌類及び機器使用の状態を測定する。 

 ②慢性疾患患者に対するアンケート調査 

    （公社）日本糖尿病協会の協力を得て、糖尿病患者(被験者)に対し、エステティック施 

術の経験や健康被害の有無、今後の意向等を調査する。 

    

２．エステティック業務の適正化事業等に関する事項 

（１）エステティック衛生管理登録店制度委員会関係 

本年度は、「エステティックの衛生基準修得のためのｅラーニング」に関する見直し、改 

    善等の懸案事項がなかったことから委員会は開催していない。 

（２）エステティック業標準契約書登録店制度関係 

「特定商取引に関する法律」を遵守した適正な契約をエステティックサロンが自ら率先し 

て準備、提案することにより消費者の利益の保護が図れるよう支援した。 

 

委員長 大原 國章 前国家公務員共済組合連合会虎の門病院副院長 

委 員 伊藤 正俊 東邦大学医学部皮膚科学講座名誉教授 

委 員 金田 充男 弁護士(東京弁護士会) 

委 員 中井 一士 公益財団法人日本エステティック研究財団副理事長 

委 員 松岡萬里野 一般財団法人日本消費者協会理事長 



 

 

①標準契約書採用登録店数 

区 分 平成２６年度末 
平成２７年度末 

減 計 

登録店数 262 9 253 

②解説エステティック・サービスの契約Ⅰ・Ⅱ及びエステティックサービス契約書等を頒

布した。  

③一般消費者、営業者及び行政等からの契約書約款の解釈、施術内容等の相談に応じ、助 

言等を行った。            

 

３． 教育研修事業に関する事項 

（１） エステティック学術会議 

第 9 回学術会議（会頭：久米健市常務理事）プログラム委員会で企画し、実施した。 

開 催 日：平成２７年９月７日（月） １３：００～１６：００ 

開催場所：東京ビッグサイト（東京都江東区有明３－１１－１国際展示場） 

  テ ー マ：2020 年・世界・日本・人～未来につなぐエステティック３Ｅ構想～ 

参 加 者：２５０名 

後  援：厚生労働省 

協  力：全国理容生活衛生同業組合連合会、全日本美容業生活衛生同業組合連合会 

    一般社団法人日本エステティック協会、一般社団法人日本エステティック業協会 

  （２）エステティックの衛生基準に関する研修   

「エステティックの衛生基準の修得のためのｅラーニング」 

      本ｅラーニングは、平成 22 年度に運用開始した継続事業であるが、今年度は受講者に

対する受講機会の利便性を考慮し、従前の下半期 6 カ月運用を拡大し通年実施すると

ともに、これに伴うシステム改善を行った。  

・開講期間 平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日  

  ・ＰＲ方法 ＨＰへの掲載、受講申込案内書の配布、業界紙等への掲載 

      ・受講資格 制約なし 

・修了（合格）基準の設定 出題５０問中９０％以上の正答 

  ・受 講 料 ３，０００円（再受講料 １，５００円） 

・本年度の実績 

         

 

 

 

      

      ・平成２２年度運用開始以降の修了者数 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 累 計 

125 122 236 611 1,612 815 3,521 

                                           

区  分 申込者数 
合格者数 不合格 

者数 

未受講 

者数 初 回 再受講 

平成 27 年度 856 747 28 17 64 

平成22～26年度 86 40 0 10 36 



 

 

４．啓発広報事業に関する事項 

（１）「エステティックの衛生基準」（第３版）の頒布 

（２）｢エステティックサロンの衛生管理ハンドブック｣の頒布 

   （３）ニュースレターの発行(賛助会員、関係団体及び業界報道関係等へ提供)  

      ・平成２７年４月 平成２７年度事業計画等の報告 

・平成２７年９月 第９回エステティック学術会議報告 

（４）一般社団法人日本エステティック協会より技術者教育に資する目的で次の依頼があり、 

これに協力した。 

①月刊会報誌「エステティックのギモンを解決」欄への寄稿 

②「認定ﾌｪｲｼｬﾙｴｽﾃﾃｨｼｬﾝ･認定ﾎﾞﾃﾞｨｴｽﾃﾃｨｼｬﾝ 理論と技術」監修 

     ③「美肌検定」監修 

（５）協賛名義の使用許可 

       ダイエット＆ビューティーフェア 2015(平成 27年 9月 7～9日於東京ビッグサイト) 

主催：ＵＢＭメディア株式会社より申請があり、その開催趣旨が有意義であると認めら 

れたのでこれを許可した。               

   

第４  賛助会員に関する事項 

区 分 平成２６年度末 
平成２７年度末 

入  会 退 会 計 会員口数 

賛助会員数 １３ ０ ０ １３ １００ 

 

第５ 寄附金に関する事項 

    賛助会員一般社団法人日本エステティック協会より、使用目的を全額指定(平成２７年度

エステティックと医師との連携に関する調査研究)した寄附の申し出があり、これを受け入れ

適正に執行した。 

 

第６ 決算期末日の役員等に関する事項 

１．評議員：９名（全員非常勤） 

２．役 員：理事１５名 監事３名(全員非常勤) 

   ３．職 員：３名(非常勤１名 常勤２名) 

 

第７  行政庁への報告等に関する事項 

１．平成２７年６月２９日 平成２６年度事業報告等に係る提出書の提出 

２．平成２７年９月１６日 変更届出書の提出(理事 1名、監事１名、評議員２名の異動) 

３．平成２８年３月２４日 変更届出書の提出(理事 1名辞任) 

４．平成２８年３月３１日 平成２８年度事業計画等の提出 

 



 

 

Ⅱ 事業報告の附属明細書 

平成２７年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項(法人法施行規則第３４条

第３項)」の該当事項なし。 

                                      （以上）  

 


